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景観ハンドブック 

第２部 景観を理解する 

 

（１）歩いて目で見て確かめよう！ 

１）私たちの地域の景観はどうなの？景観を調査してみよう！ 

 第１部で見たように、岩手にはいろいろな景観があります。それぞれの

地域が持つ、山や川、田んぼや畑、住宅やお店、大きな道や狭い路地など

環境の特徴が、いろいろな景観を創りだしているようです。すなわち、暮

らし・風土・文化・産業といったものが、目に見えるカタチとなったもの

が景観だといえます。ということは、目に見える景観を調べることで、地

域の特徴が明かになるということです。地域の特徴がわかれば、現在の良

いところと問題点がわかり、「将来的にはこんなまちにしたい！」と考える

際の手掛かりになるはずです。 

 さて、私たちの地域はどんな景観なのでしょう？どんな環境の特徴があ

るのでしょう？みんなで確かめてみましょう！ 

 

２）調査の方法は？ 

 景観の調査の方法には、その目的に合わせて様々な方法があります。あ

まり難しく考えなくても大丈夫。ここでは、『歩いて、目で見て、地域の「良

いところ、良いもの、etc.」や「悪いところ、悪いもの、etc.」などの景観

資源を探して、地域の特徴・地域イメージを明らかにする』を目的とする

調査を紹介します。 

 調査は１グループ４〜５人編成で、役割分担をして行います。カメラ係

×２人、記録係×２人、地図係×１人。調査する地域の範囲を決め、景観

資源を歩いて、目で見て、探します。必要な道具は、カメラ×２台、景観

チェックカード×３０枚、クリップボード×２枚、筆記用具（３色ボール

ペンなど）。何か気になる景観資源を見つけたら、写真を撮り、その場所を

地図に印をします。その時、景観チェックカードに、どうしてその景観資

源が気になったのか理由を書いたり、感想のコメントを書いたりします。

後で結果を整理しますので、ここでは詳しく書く必要はありません。たく

さんの気になる景観資源を探して、たくさんの景観チェックカードを作っ

て下さい。 

 

３）調査 

 それでは、私たちの地域を実際に調査してみましょう。 

（盛岡市本町界隈を調査した際の写真を掲載していますので参考にして下

さい。） 

 

① 準備はいいですか？ 

 事前に調査する範囲を決めておきましょう。１時間半から２時間程度で
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写真：新しい建物も周りの古い建

物と同じようなデザインにして

いる。周囲との調和を考えたんだ

ね。 

写真：写真を撮ったら、撮影番号、

撮影箇所、撮影方向を地図に記入

しよう。 

歩いて廻れる範囲が目安です。 

持ち物：カメラ、景観チェックカード、

地図、クリップボード、等々。 

服装：歩きやすい格好で。スニーカーな

ど歩きやすい靴が G00D! 

決して怪しい服装はしないこと。 

それでは出発前に記念写真をパチリ！ 

 

② 気になる景観資源をチェック！ 

 気になる景観資源を見つけたら写真

に撮りましょう。その際、景観チェック

カードに撮影の理由、周囲の環境等コメ

ントを書き、地図には撮影場所、撮影方

向の印をしましょう。写真とカードがず

れないように番号をつけておくと後で

整理しやすいです。 

 

③ 景観資源あれこれ 

 地域の特徴・地域イメージを明らかに

する景観資源にはいろいろなものがあ

ります。古い建物や史跡など歴史的なも

の、山、川や樹木などの自然のもの、シ

ョウウィンドウに飾られた服や商品など

商業的なもの、説明は上手くできないけ

ど何となく良いもの。何かを発見するまち歩きを楽しみながら、調査をす

るのが基本です。 

 また、ひとそれぞれものを見る感覚には違いがあって、「あっ、同じ感想

だ！」ということもあるし、「へー、なるほどなー」といこともあります。

自分の感覚で発見をすることが大切ですが、自分と違う感覚を知ることも

面白いものです。 

 
写真：景観チェックカードの記入

例。気になったことを書いておこ

う。 

写真：古い商店。奥に長い建物で、

町家っていうんだって。昔の建物

は背があまり高くないんだなー。

写真：古い町家だけど、中はオシ

ャレなケーキ屋さん。古い建物も

かっこいいなー。 

写真：店先に野菜や果物が並んで

いる八百屋さん。お客さんとのや

り取りが分かる。 
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写真：地域の特等が一目で分かる

地域イメージマップ。 

写真：同じ屋根の形が並んでいて

気持ちがいい。スーパーの看板は

大きすぎるような気がする。 

写真：昔は町家が並んでいたのだ

ろうけど、空地になっていた。何

か寂しい感じがする。 

ポストイットを使って話し合いをする

と、みんなが何を考えているかよく分か

り、整理がしやすくなる。 

 

④ 調査終了 

 予定していた範囲を廻ったら調査終了です。たくさんの景観資源を見つ

けられましたか？きっと普段は見逃していた新たな発見があったと思いま

す。 

これから、調査結果をまとめますが、その前に無事に調査できたので、記

念撮影をしましょう！ 

 

（２） 結果をまとめてみよう！発表してみよう！ 

１）地域イメージマップをつくる 

 実際に調査をしてみてどうでしたか？いつもは何気なく通っているとこ

ろも、何かを探そうと思って歩いてみると、いつもとは違った発見があり、

たくさんの景観資源を見つけることができたと思います。それらの景観資

源をまとめて、地域の特徴・地域イメージを明らかにしてみましょう。 

 まずは、調査しながら書き込みをした景観チェックカードにそれぞれの

写真を貼っていきます。その際、書き込みが足りないところ、わかりにく

いところは補足・修正します。次ぎに、

そのカードを調査地域の大きな地図

の上に貼っていきます。撮影地点には

「良いところ、良いもの」には赤いシ

ールを、「悪いところ、悪いもの」に

は青いシールを貼っていきましょう。

地図の上にたくさんの景観資源が現

れてきたと思います。地域の特徴がよく

わかる地図ができました。 

地域イメージマップの完成です。 

 

２）意見・感想をまとめ、 

   特徴・問題点を明らかにする 

 それぞれの景観資源について、皆さ

ん様々な感想・意見があったと思いま

す。そこで今度は、ひとりひとりの景

観資源に対する思いをみんなで共有の

情報としていきます。 

 自分が景観資源に対して感じたこと

をポストイット（大）に書き込み、模

造紙に貼っていきましょう。たくさん

書いて下さい。 
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写真：ポストイット一枚にひとつ

のコメントを書く。大きな字で見

やすく。 

みんなでいろんな夢のある話をし

てみよう！ 

写真：自分達の提案ができあがり

ました！ 

 

自分達の考えを友人に、地域の人に伝え

よう。いろいろな工夫をして楽しい発表

にしてみよう 

 ここでの約束ごとは、１）どの景観資源かわかるように景観チェックカ

ードの番号を書く。２）一枚のポスト

イットにひとつのコメントを書く。ま

た、３）肯定的なコメントは赤色、否

定的なコメントは青色とする。このよ

うに書き方に約束ごとを決めておくと

見た目にもわかりやすいですし、話し

合いもしやすくなります。 

 たくさんのコメントがでてきたら、み

んなでそれらについて話し合ってみま

しょう。どんな感想が多かったのか。ど

んな景観資源が多かったのか。どんな景

観資源がきれいだったのか、面白かった

のか、良くないものもあったのか、等な

ど。同じような意見をひとつのまとまり

にしたり、特徴的な意見にしるしをつけ

てみると、みんなの意見、感想が分か

りやすくなり地域の特徴や問題点が明

らかになってきます。 

 

３）これからについて話をしよう！ 

 調査の結果、地域の特徴、良いとこ

ろ、悪いところが見えてきたと思いま

す。これから私たちの地域はどのよう

にすればより良い環境になるでしょうか？みんなで話し合ってみましょう。 

こうしたらもっときれい、もっと楽しい。こうしたい、ああしたいという

地域への提案を自由な発想でどんどん出してみましょう。 

 ここでも「意見・感想をまとめ、問題点を明らかにする」と同じように

ポストイットを使った進め方をすると、分かりやすくまとめやすいですよ。

１）どの特徴、問題に対しての提案なのかポストイットの上の方に書く。

２）一枚のポストイットにひとつの提案を書く。といった約束ごとを決め

ておくと話し合いがしやすいでしょう。 

 たくさんの提案が出てきたら、それ

らについてみんなで話し合いをしてみ

ましょう。似たような提案をまとめて

みたり、面白い提案について話を深め

てみたりして、自分達の提案をまとめ

てみましょう。最後に自分達の提案に

題名をつけて完成です。 

４）発表しよう！ 

 自分達の調査結果と提案がまとまり

ました。この成果をクラスの友人や地

域の人たちに発表しましょう。自分達

が歩き、目で見て感じたこと、そして、考えたことを人に伝えることはと

ても大切なことです。どれだけ良いことを考えていたとしても人に伝わら

なければ意味がありません。自分達の考えが実現すればこんなに良くなる

よ！という気持ちを発表してみましょう。 

 


